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 日差しの温かさに春の近付きを感じられるようになってきました。校内では梅の花が咲き、ふきのと

うは土の中から顔を出しています。 

いよいよ今年度も残すところ１ヶ月となりました。１年間のまとめの時期です。給食委員会では、２.

３月の目標を「集大成～よりよい給食時間を目指して～」としました。今年度取り組んできたことを振り

返り、より充実した給食時間にしてほしいです。 

 

 

 

 １月から、世界の料理を給食に取り入れています。１月は「ブラジル」編、２月は「イギリス」編を実

施しました。給食時間には、食育動画を流し、その国の食文化の紹介を行いました。レストランで食べる

ような本格的な味ではありませんが、食べることの楽しさを感じながら、他の国の食文化を知り、興味を

もつきっかけになってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界の料理 １月「ブラジル」編 ２月「イギリス」編 

1 月 22 日（金）実施 

・鶏ときのこのピラフ 

・パステウ 

・野菜スープ 

・コーヒーゼリー 

・牛乳 

２月 17 日（水）実施 

・二色サンドイッチ 

（ジャム・ｸﾘｰﾑﾁｰｽﾞ） 

・フィッシュ＆チップス 

・スコッチブロス 

・牛乳 

 パステウはどのクラスもお代わりのじゃんけんの声が聞こえてくる人気料理となっていました。見

た目は揚げ餃子のようでしたが、食べるとスパイスの香りがし、生徒は１個まるごと入ったうずらの

卵が気に入ったようでした。コーヒーゼリーもミルクたっぷりに仕上げたため好評でした。 

 ２回目の世界の料理だったため、楽しみにしていた生徒も多くいたようでした。フィッシュ＆チッ

プスには、少しでも本場の雰囲気が出せればと国産レモンを付けました。また、校内放送の内容はイ

ギリスの滞在経験がある江濵先生にお話を聞きながら作成しました。給食後、本場よりおいしかった

と感想をいただきました。 



 

 

     ２月５日（金）海苔の日         ２月 17日（水）世界の料理「イギリス」編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、感染症対策のため、生徒同士が「共食」としてコミュニケーションをとることや、栄養教諭

が各クラスを巡回し食育指導を行うことができません。そのため、10 月の「早寝・早起き・朝ごはん月

間」から数回に渡り、給食時間にパワーポイントを使った動画の全校放送を始めました。これからも月に

２回程度取り入れ、給食時間の充実を図っていきます。 

 

  

 

３月３日は「ひな祭り」です。女の子の健やかな成長と幸せを願う行事で、「桃の節句」とも言います。

平安時代、紙で作った人形に心身のけがれを移して川や海に流し、厄を払う風習がありました。今でも、

「流しびな」としてこの風習が受け継がれている地域もありますが、これに貴族の女の子の人形遊びが

結び付いて、現在のようなひな祭りに変わっていったとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の年中行事を大切にしよう ～３月ひな祭り～ 

２月の食育動画より 

海苔の養殖技術は、江戸時代の後期から日本中に広がってい

き、各地に海苔の生産地ができました。大森は、明治から昭和

の初期にかけて、質・量ともに日本一を誇る海苔の生産地とし

て有名になりました。 

フィッシュ＆チップスは日本でもよく知られているイギリ

ス料理です。どんな小さな町にも専門店があるそうです。フィ

ッシュは、タラなどの白身魚を揚げたものにモルトビネガーと

いうお酢をかけて食べるのがイギリス流です。チップスは、フ

ライドポテトのことを指し、日本のものより太いのが特徴で

す。 


